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［要旨］聴解能力の向上のために、中級レベルではどのような練習方法が効果的なのだろ
うか。岡崎（2001）によれば、聴く目的を最初に与えられると、あとは半ば自動的に予測
を立てて聴くことが伴う、としているが、そのためにはどれほどの文法能力の正確さが
必要なのだろうか。文法能力と聴解能力の関係性を捉えるために、授受動詞や使役の依頼・
許可表現に焦点を絞って、その主語を問う問題を行うことで、学習者にとっては何が難
しいのか、どのような条件だと正答率が下がるのか、調査を行った。中国語母語話者の
初中級の学習者10名と中上級の学習者43名に、『新・わくわく文法リスニング100』の53
課（授受動詞を用いた許可と依頼の表現）と84課（授受動詞と使役形を用いた許可と依頼
の表現）の問題を１回ずつ聞かせ、主語を問い、主語の正答率を算出した。そしてその
正答率と5シリーズ9種類の教科書での文型提出回数との比較を行った。授受動詞の依頼・
許可表現については、同じ種類の学習項目であっても、文型によって正答率に違いがあり、
学習者にとっては難易度が異なることがわかった。また、それは教材での文型の取り上
げ方の違いにより、学習者にとって聞き慣れた文型とそうでない文型があることが関係
していると考えられた。さらに、方向性のある動詞と使役が使われた場合の正答率の低
さが目立った。文法項目を教える際に間違えやすいものは、やはり聴解でも難しいこと
が再認識できたことから、中級においても文法項目にも重きを置いて聴解練習に取り組
むことの重要性を指摘したい。
［キーワード］語聴解能力、授受動詞、使役、依頼、主語の省略
[Abstract] There is a question as to what practice methods are effective for improving 
listening ability at the intermediate level. According to Okazaki (2001), if the purpose 
of listening is given at the start, then the rest of the listening is accompanied by partly 
automatic predictions of what to expect. The question then arises of what degree of 
correctness in grammatical ability is necessary for that purpose. In order to grasp the 
relationship between grammatical ability and listening ability, a study was carried out 
to determine what learners of the Japanese language find difficult, and what conditions 
result in a lower percentage of correct answers, when the learners are asked to identify 
the subject in problems focused on verbs that mean giving and receiving and on 
causative expressions requesting or granting permission.
The study subjects were language learners who were native Chinese language 
speakers, 10 of them at the beginning to intermediate levels and 43 at the intermediate 
to advanced levels. They were asked to listen once each to questions from Shin 
wakuwaku bunpo risuningu 100 (Mastering Japanese by Ear), section 53 (expressions 
of permission and asking using verbs that mean giving and receiving) and section 84 
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(expressions of permission and asking using verbs that mean giving and receiving and 
causative forms). Then they were asked what the grammatical subject was, and the 
percentage of answers correctly identifying the subject was calculated.
A comparison was then made of those percentages of correct answers and the number 
of times the sentence patterns were presented in nine volumes selected from five 
series of textbooks. In the case of expressions of asking and permission with verbs 
that mean giving and receiving, the percentages of correct answers differed by 
sentence pattern even when the study topics were of the same type, indicating that 
there were differences in the degree of difficulty for the language learners. It also 
seemed conceivable that these differences are related to differences in how the various 
instructional materials handled the sentence patterns in them, since there could be 
some sentence patterns that the language learners were accustomed to hearing and 
other sentence patterns they were not. The percentage of correct answers was also 
conspicuously lower in cases when directional verbs and causative forms were used.
These results brought renewed recognition that those grammatical points that are 
easily confused in teaching are also difficult to comprehend in listening. The observation 
offered here, therefore, is that it is important to conduct listening comprehension drills 
that emphasize grammatical points, as well, even at the intermediate level.
 [Key Words]  Listening ability, verbs that mean giving and receiving, causative, 
request, omission of the subject
１．はじめに
　留学生が必要とする聴解能力をあげるために、日本語学校や大学での中級のレベルでの聴解練
習では何をすれば効果的に力を伸ばすことができるのだろうか。初級の段階では、単語の書き取
り、一文ずつの全文ディクテーションなどで聞いて書く練習をおこなっていくことも多いが、中
級の段階で同様の練習を続けていくわけにもいかない。授業の中で、日本留学試験対策、そして
大学に入ってからの講義を聞いてわかる力を養うためには、中級レベルにおける聴解練習では、
何に重点を置いて練習する必要があるのだろうか。
２. 先行研究と本稿の目的
　寺村（1987）はネイティブスピーカーの聞き取り、読み取りのプロセスは、幼児期に獲得した
文法的知識や語彙的知識を土台として、驚くほどの正確さで先を予測できていると述べている。
しかし、この予測には従来の文法では説明できない部分があるように思われる、として今後の研
究課題も残している。この寺村の研究結果は、あくまでも、日本語母語話者での調査であって、
日本語を第二言語として学習する場合の予測能力と、文法的知識の関係性は、今も明確ではない。
予測をしながら聴くということが、文法能力の正確さとどれだけ関わってくるのかによって、教
材の使い方、文法の定着にかける授業の割合、聴解指導の際の文法事項との関連のさせ方などに
も大きな違いが出てくると思われる。
　さらに、新屋（1993）によると、中上級の学習者にディクテーションを行ってみても、大意は
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理解しているものの、正確な聞き取りができているわけではないことがわかり、前後の誤答率に
比例して、既習語彙でも誤答率が上がることが分かった。前の単語を間違えたり、書くのに手間
取ったりすると、後ろの単語の聞き取りにも影響が及び、誤答になる可能性が高くなることがわ
かる、としている。そのため、中上級の聴解練習の方法として、中上級になると正確な把握での
聴解練習よりも、内容の理解が重視されるが、そうではなくて、それと並行してやはり音声や語
句を正確に把握する練習も大事なのではないだろうか、と問題提起している。
　岡崎（2001）によれば、漫然と聞いたりあるいは一字一句漏らさず聴こうと努めるような聴き
方を改善するためには、聴く目的を最初に与えるという聴解練習が必要で、目的が与えられると、
あとは半ば自動的に予測を立てて聴くことが伴う、としている。ここで言われている聴く目的を
与えるとは、テープを聞かせる前に設問を与えるということである。設問に答えるために、必要
な情報をあらかじめ絞り込んだり、その部分に集中して聞いたり、という行動が可能になる、と
されている。
　ここで注目したいのは、聴く目的を与え、学生が自動的に予測していくためには、どれほどの
文法能力の正確さが必要なのだろうか、という点である。聴く目的が分かっていたとしても、自
動的に予測していくためには、語彙力だけではなく、ある程度の文法能力の正確さが必要になっ
てくるのではないだろうか。例えば主語・主題、前にでてきた言葉などの省略、話題の転換、ヴォ
イス・モダリティー、肯否などの文法カテゴリー、方向性のある動詞、自動詞・他動詞などの動
詞の性質、助詞といった文法項目が出てきた場合、それは誤答の要因になり得ると考えられる。
本稿ではそうした誤答の要因となり得る文法項目の中でも、①授受動詞の許可・依頼の表現②使
役の許可・依頼の表現の主語を問うことに焦点を絞って、学習者にとっては何が難しいのか、ど
のような条件だと正答率が下がるのか、調査を行うことにした。そして、その調査の結果を踏ま
えて、文法能力と聴解能力の関係性を捉えていきたい。
３. 調査対象者とデータの収集方法について
　調査対象者は日本語学校で半年から1年半勉強している初中級レベルの学習者10名、中上級レ
ベルの学習者43名で、全員中国語母語話者である。調査対象者が全員中国語母語話者であるのは、
筆者が現在教えている日本語学校に在籍している学生が全員中国語母語話者であるためで、意図
的に絞ったわけではない。なお、初中級レベルの学習者はN3聴解問題の平均正答率が55.5％、中
上級レベルの学習者は85.1％であった（1）。データの収集方法は、調査対象者に『新・わくわく文
法リスニング100－耳で学ぶ日本語－［2］』53課（授受動詞を用いた許可と依頼の表現）と84課（授
受動詞と使役形を用いた許可と依頼の表現）の問題を1回ずつ聞かせ、主語を問い（参考資料1）、
主語の正答率を算出した。問題は「男の人がしますか。女の人がしますか。するほうに〇を書い
てください。」という質問のあとで53課①「女：すみません、これ、見てもいいですか。」「男：ええ、
いいですよ。」といった会話が流れ、その主語が男か女か、答える問題となっている。（参考資料
2、3）
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４. 結果と考察
　表１と表２では、それぞれの課の正答率を出し、問題番号順に並べた。全体として中上級レベ
ルは平均正答率が88％、80％と高いのに対し、初中級レベルは使役形を用いた84課の平均正答率
が55％と低い。また、表1と表2の結果をふまえて、さらに①否定、②動詞の方向性、③使役、④
待遇性に着目して分析をおこなう。なお、本稿での待遇性とは普通体や敬語などの待遇表現のこ
ととする（2）。
表１　初中級レベルの正答率
初中級レベル：10 人
【53 課】 正答人数 正答率【84 課】 正答人数 正答率
①見てもいいですか 10 100% ①開けてくれる？ 6 60%
②送っていただけますか 5 50% ②説明させてくださいませんか 3 30%
③使ってもいいですか 8 80%
③連絡してもらえないでしょ
うか
7 70%
④取ってもらえない？ 2 20% ④後ろを通らせてください 1 10%
⑤開けてもいい？ 9 90% ⑤取ってくれない？ 9 90%
⑥来てくれる？ 7 70% ⑥名前を書いていただけますか 7 70%
⑦読んでもいいでしょうか 9 90% ⑦欠席させてもらえませんか 6 60%
⑧説明してくださいませんか 10 100% ⑧貸してもらえますか 8 80%
⑨手伝ってもらえませんか 6 60% ⑨やらせてくれる？ 2 20%
⑩帰ってもいい？ 8 80%
⑩迎えに来ていただけないで
しょうか
6 60%
⑪撮ってもよろしいでしょうか 7 70% 平均 6 55%
⑫閉めてくれない？ 4 40%
⑬取っていただけませんか 8 80%
⑭歩いてくださいませんか 7 70%
⑮休んでもいいでしょうか 7 70%
平均 7 71%
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表2　中上級レベルの正答率
中上級レベル：43 人
【53 課】 正答人数 正答率【84 課】 正答人数 正答率
①見てもいいですか 34 79% ①開けてくれる？ 42 98%
②送っていただけますか 30 70% ②説明させてくださいませんか 25 58%
③使ってもいいですか 42 98%
③連絡してもらえないでしょ
うか
39 91%
④取ってもらえない？ 26 60% ④後ろを通らせてください 23 53%
⑤開けてもいい？ 40 93% ⑤取ってくれない？ 43 100%
⑥来てくれる？ 37 86% ⑥名前を書いていただけますか 37 86%
⑦読んでもいいでしょうか 41 95% ⑦欠席させてもらえませんか 38 88%
⑧説明してくださいませんか 42 98% ⑧貸してもらえますか 29 67%
⑨手伝ってもらえませんか 40 93% ⑨やらせてくれる？ 33 77%
⑩帰ってもいい？ 38 88%
⑩迎えに来ていただけないで
しょうか
36 84%
⑪撮ってもよろしいでしょうか 40 93% 平均 35 80%
⑫閉めてくれない？ 38 88%
⑬取っていただけませんか 35 81%
⑭歩いてくださいませんか 43 100%
⑮休んでもいいでしょうか 42 98%
平均 38 88%
4.1　否定についての考察
　表３では正答率60％以下の肯定と否定の問題を並べ、否定の問題には色をつけた。初中級レベ
ルでは、正答率が60％以下だった10問のうち、否定の問題が６問、肯定の問題が４問だった。中
上級レベルでは、正答率が60％以下だった3問のうち、否定の問題が２問、肯定の問題が１問だっ
た。中上級レベルではこのレベルの文法であればすでに出来ているため肯否での差はでないが、
初中級レベルに関して言えば、やや差があり、否定が難しいようだ。
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表3　正答率60％以下の肯定と否定の問題
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【84 課】
④後ろを通らせてくだ
さい
1 10%【84 課】
④後ろを通らせてくだ
さい
23 53%
【53 課】④取ってもらえない？ 2 20%【84 課】
②説明させてください
ませんか
25 58%
【84 課】⑨やらせてくれる？ 2 20%【53 課】④取ってもらえない？ 26 60%
【84 課】
②説明させてください
ませんか
3 30%
【53 課】⑫閉めてくれない？ 4 40%
【53 課】
②送っていただけます
か
5 50%
【53 課】
⑨手伝ってもらえませ
んか
6 60%
【84 課】①開けてくれる？ 6 60%
【84 課】
⑦欠席させてもらえま
せんか
6 60%
【84 課】
⑩迎えに来ていただけ
ないでしょうか
6 60%
4.1.1　肯定と否定の文の比較
　次に、表4では同じような文型を使った肯定と否定の文の比較をし、正答率の低いほうに色を
つけた。異なる動詞を使っているが、「てくれる」／「てくれない」、「ていただけますか」／「て
いただけませんか」、「てもらえますか」／「てもらえませんか」の正答率の結果を比較した限り
では、どちらのレベルでも否定形の方が正答率は低いとはなっておらず、肯定形の方が正答率の
低い問題もあった。一概に否定形だから間違えやすく正答率が低くなる、とは言えない結果とな
り、誤答に繋がる別の要因があると思われる。
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表４　肯定と否定の問題の比較
初中級レベル：10 人
文型 課 問題【肯定】 正答人数 正答率 課 問題【否定】 正答人数 正答率
てくれる 【84 課】①開けてくれる？ 6 60% 【53 課】
⑫ 閉 め て く れ な
い？
4 40%
てくれる 【53 課】⑥来てくれる？ 7 70% 【84 課】
⑤ 取 っ て く れ な
い？
9 90%
ていただく【84 課】
⑥名前を書いてい
ただけますか
7 70% 【53 課】
⑬取っていただけ
ませんか
8 80%
てもらう 【84 課】
⑧貸してもらえま
すか
8 80% 【53 課】
⑨手伝ってもらえ
ませんか
6 60%
中上級レベル：43 人
文型 課 問題【肯定】 正答人数 正答率 課 問題【否定】 正答人数 正答率
てくれる 【84 課】①開けてくれる？ 42 98%【53 課】
⑫ 閉 め て く れ な
い？
38 88%
てくれる 【53 課】⑥来てくれる？ 37 86%【84 課】
⑤ 取 っ て く れ な
い？
43 100%
ていただく【84 課】
⑥名前を書いてい
ただけますか
37 86%【53 課】
⑬取っていただけ
ませんか
35 81%
てもらう 【84 課】
⑧貸してもらえま
すか
29 67%【53 課】
⑨手伝ってもらえ
ませんか
40 93%
4.1.2　授受動詞「くれる」と「もらう」の文型による比較 
　表５では「くれる」と「もらう」の文型を使った問題を、レベルごとに正答率の低い順に並べ
た。53課④「取ってもらえない？」、53課⑫「閉めてくれない？」、53課⑨「手伝ってもらえませんか」
までは初中級レベルと中上級レベルの正答率の順は同じであった。
　また、53課④「取ってもらえない？」と53課⑨「手伝ってもらえませんか」とでは、どちらのレ
ベルでも普通体の「もらえない？」の文型の方が正答率は明らかに低かった。「もらえない？」と「も
らえませんか」はどちらも「もらう」の否定形ではあるが、普通体か丁寧体か、によって正答率
には違いが出ていた。　　
　さらに、53課④「取ってもらえない？」と84課⑤「取ってくれない？」は同じ動詞を使っている
が、正答率に違いがみられた。初中級レベルでは、84課⑤「取ってくれない？」 は90％の正答率
だが、53課④「取ってもらえない？」は、20％の正答率となっている。また、中上級レベルでは、 
84課⑤「取ってくれない？」の正答率は100％だったが、53課④「取ってもらえない？」の正答率
は60％であり、初中級クラスと同様に「てもらえない？」の方が正答率は低かった。同じ動詞を
使った普通体の否定形の依頼文でも、正答率に違いがあったことから、否定形であるために誤答
に繋がる、というよりも、今回の「てもらえない？」のように、どの文型が使われているかとい
うことが問題ではないかと考えられる。
28
日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 24 号
表５　授受動詞「くれる」と「もらう」の文型による比較
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【53 課】④取ってもらえない？ 2 20%【53 課】④取ってもらえない？ 26 60%
【53 課】⑫閉めてくれない？ 4 40%【53 課】⑫閉めてくれない？ 38 88%
【53 課】
⑨手伝ってもらえませ
んか
6 60%【53 課】
⑨手伝ってもらえませ
んか
40 93%
【53 課】
⑭歩いてくださいませ
んか
7 70%【53 課】
⑧説明してくださいま
せんか
42 98%
【84 課】⑤取ってくれない？ 9 90%【84 課】⑤取ってくれない？ 43 100%
【53 課】
⑧説明してくださいま
せんか
10 100%【53 課】
⑭歩いてくださいませ
んか
43 100%
4.1.3　尊敬表現の文型による比較 
　表６では尊敬表現の文型を使った問題を、使役形のものを除いて、レベルごとに正答率の低い
順に並べた。正答率に違いがあった「ていただけますか」、「ていただけませんか」、「てください
ませんか」の文型を用いた問題を太字にした。同じ尊敬表現による依頼文でも、「ていただけま
すか」、「ていただけませんか」、「てくださいませんか」の正答率には違いがあった。特に53課②
「送っていただけますか」という問題の正答率が初中級・中上級レベルのどちらのクラスでも低
かった。やはり否定形であるために誤答に繋がる、というよりも、先述したようにどの文型が使
われているかということが問題ではないかと考えられる。また、中上級クラスでは「送る」とい
う行動を誰が誰にするのか、行為の主語が分からなくなっている様子がみられた。
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表６ 尊敬表現の文型による比較
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【53 課】
②送っていただけます
か 5 50%【53 課】
②送っていただけます
か 30 70%
【84 課】
⑩迎えに来ていただけ
ないでしょうか
6 60%【53 課】
⑬取っていただけませ
んか 35 81%
【84 課】
⑥名前を書いていただ
けますか
7 70%【84 課】
⑩迎えに来ていただけ
ないでしょうか
36 84%
【53 課】
⑭歩いてくださいませ
んか 7 70%【84 課】
⑥名前を書いていただ
けますか
37 86%
【53 課】
⑪撮ってもよろしいで
しょうか
7 70%【53 課】
⑪撮ってもよろしいで
しょうか
40 93%
【53 課】
⑬取っていただけませ
んか 8 80%【53 課】
⑧説明してくださいま
せんか 42 98%
【53 課】
⑧説明してくださいま
せんか 10 100%【53 課】
⑭歩いてくださいませ
んか 43 100%
4.2　動詞の方向性についての考察
　次に、動詞の方向性について考察するが、本稿では、方向性がある動作の相手を表す格助詞「に」
によって表される動詞（3）を「方向性のある動詞」とし、「に」によって表すことのできない動詞を「方
向性のない動詞」として論じる。
　表7では、本稿の定義において、方向性のある動詞が使われている問題と方向性のない動詞が
使われている問題に分け、それぞれのレベルの平均正答率を出し、初中級レベルでの正答率の低
い順に並べた。
　初中級レベルでは方向性のある動詞の問題の平均正答率が66％、方向性のない動詞の問題の平
均正答率が65％で、方向性のない動詞が使われている問題の方が、わずかに平均正答率が低いが、
それほど違いはなかった。中上級レベルでは方向性のある動詞の問題の平均正答率が77％、方向
性のない動詞の問題の平均正答率が87％で、中上級レベルでは、方向性のある動詞が使われてい
る問題の平均正答率の方が低かった。
　問題を聞いている際に、特に中上級レベルの学生に、84課⑧「貸してもらえますか」の問題の「貸
して」という方向性のある動詞に悩む行動が見られた。回答の最中に、「貸す」なのか「借りる」
なのか分からなくなっており、解答用紙にその単語をメモしているのに間違える、聞きながら指
で方向を示して考えている、答え合わせの時に意味を再度確認してくる、という学生の行動があっ
た。
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表７　方向性のある動詞とない動詞の問題の比較①
方向性のある動詞 初中級レベル 中上級レベル 方向性のない動詞 初中級レベル 中上級レベル
課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率
【84課】②説明させてくださいませんか 3 30% 25 58%【84課】
④後ろを通らせてく
ださい 1 10% 23 53%
【53課】②送っていただけますか 5 50% 30 70%【53課】
④取ってもらえな
い？ 2 20% 26 60%
【84課】③連絡してもらえないでしょうか 7 70% 39 91%【84課】⑨やらせてくれる？ 2 20% 33 77%
【84課】⑧貸してもらえますか 8 80% 29 67%【53課】⑫閉めてくれない？ 4 40% 38 88%
【53課】⑧説明してくださいませんか 10 100% 42 98%【84課】①開けてくれる？ 6 60% 42 98%
平均正答率 66% 77%【84課】⑦欠席させてもらえませんか 6 60% 38 88%
【84課】⑩迎えに来ていただけないでしょうか 6 60% 36 84%
【53課】⑨手伝ってもらえませんか 6 60% 40 93%
【53課】⑥来てくれる？ 7 70% 37 86%
【53課】⑪撮ってもよろしいでしょうか 7 70% 40 93%
【53課】⑭歩いてくださいませんか 7 70% 43 100%
【53課】⑮休んでもいいでしょうか 7 70% 42 98%
【84課】⑥名前を書いていただけますか 7 70% 37 86%
【53課】③使ってもいいですか 8 80% 42 98%
【53課】⑩帰ってもいい？ 8 80% 38 88%
【53課】⑬取っていただけませんか 8 80% 35 81%
【53課】⑤開けてもいい？ 9 90% 40 93%
【53課】⑦読んでもいいでしょうか 9 90% 41 95%
【84課】⑤取ってくれない？ 9 90% 43 100%
【53課】①見てもいいですか 10 100% 34 79%
平均正答率 65% 87%
　表８では、53課②「送る」という方向性のある動詞（4）を用いた問題と、84課⑥「書く」という
方向性のない動詞を用いた問題を比較したところ、同じ「ていただけますか」の文型を用いてい
るが、どちらのレベルでも53課②「送っていただけますか」の正答率の方が低かった。「送ってい
ただけますか」の問題の中でも先述した「貸して」と同様に、聞いてすぐに主語を判断できずに、
悩みながら回答していた。
　比較できた問題数はわずかではあるが、中上級レベルでは方向性のある動詞を用いた問題の方
が正答率が低かったことから、日本語のレベルが高くなったとしても、方向性のある動詞が使わ
れていることが誤答につながる要因の１つと考えても良いのではないだろうか。
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表８　方向性のある動詞とない動詞の問題の比較②
方向性のある動詞 初中級レベル 中上級レベル 方向性のない動詞 初中級レベル 中上級レベル
課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率 正答人数 正答率
【53課】②送っていただけますか 5 50% 30 70%【84課】
⑥名前を書いていた
だけますか 7 70% 37 86%
4.3　使役形についての考察
　次に、使役形についてである。表9では正答率60％以下の問題をそれぞれのレベルで正答率の
低い順に並べ、使役形を用いている問題には色をつけて太字にした。今回の調査で使用した問題
のうち、使役形を用いている問題は全部で4問ある。初中級レベルでは、正答率60％以下だった
10問のうち、使役形を用いている4問全てが正答率60％以下だった。中上級レベルでは、正答率
60％以下だった３問のうち2問が使役形を用いている問題だった。
　使役形の問題の中でも、84課④、⑨、②の使役形を用いた許可の表現は、初中級レベル・中上級
レベルのどちらのクラスにおいても正答率が低かった。特に84課④の「通らせて」という意味が
分からなかったようで、初中級クラスでは答え合わせの際に「通る」という意味の確認を必要と
した。また、⑦「欠席させてもらえませんか」は他の問題と同様に使役形の文ではあるが、初中
級レベルでは60％、中上級レベルでは88％であり、どちらのクラスでも正答率は他の使役形の文
よりも高かった。「欠席」という馴染みのある単語が聞き取りやすかったのではないか、と思われる。
表９  正答率60％以下の使役形の問題
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【84課】
④後ろを通らせてくだ
さい
1 10%【84課】
④後ろを通らせてくだ
さい
23 53%
【53課】④取ってもらえない？ 2 20%【84課】
②説明させてください
ませんか
25 58%
【84課】⑨やらせてくれる？ 2 20%【53課】④取ってもらえない？ 26 60%
【84課】
②説明させてください
ませんか
3 30%
【53課】⑫閉めてくれない？ 4 40%
【53課】②送っていただけますか 5 50%
【53課】
⑨手伝ってもらえませ
んか
6 60%
【84課】①開けてくれる？ 6 60%
【84課】
⑦欠席させてもらえま
せんか
6 60%
【84課】
⑩迎えに来ていただけ
ないでしょうか
6 60%
　表10では、同じ「説明する」という動詞を使った、使役形の84課②「説明させてくださいませんか」
と使役形ではない53課⑧「説明してくださいませんか」の正答率を比較し、使役形の方に色をつ
けた。どちらのクラスでも、使役形の84課②「説明させてくださいませんか」の方が正答率は明
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らかに低かった。使役は文法項目の中でも学習者が理解しにくい箇所であり、中上級レベルであっ
ても、聴解問題ですぐに主語を判断するのは難しいようである。
表10  使役形と使役形ではない問題の比較
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【84課】
②説明させてください
ませんか
3 30%【84課】
②説明させてください
ませんか
25 58%
【53課】
⑧説明してくださいま
せんか
10 100%【53課】
⑧説明してくださいま
せんか
42 98%
4.4　待遇性についての考察
　次に待遇性についてである。表11では普通体による依頼文、表12では丁寧体による依頼文、表
13では尊敬表現による依頼文と分けて、それぞれのレベルで正答率の低い順に並べた。初中級レ
ベルの平均正答率は、普通体が63％、丁寧体が65％、尊敬表現が66％だった。中上級レベルの平
均正答率は、普通体が86％、丁寧体が85％、尊敬表現が84％で、どちらのレベルにおいても、平
均正答率は文体による違いはそれほどなく、同程度であった。この結果からは、文体の違いは誤
答に繋がる大きな要素ではない、ということを表しているといえる。つまり、今回の調査結果か
らは、誤答に繋がる要素としては、文体の違いよりも、先述してきたように、文型や動詞の方向
性、使役形によるといえる。
表11 普通体による依頼文の正答率
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【53課】④取ってもらえない？ 2 20%【53課】④取ってもらえない？ 26 60%
【84課】⑨やらせてくれる？ 2 20%【84課】⑨やらせてくれる？ 33 77%
【53課】⑫閉めてくれない？ 4 40%【53課】①見てもいいですか 34 79%
【84課】①開けてくれる？ 6 60%【53課】⑥来てくれる？ 37 86%
【53課】⑥来てくれる？ 7 70%【53課】⑩帰ってもいい？ 38 88%
【53課】⑩帰ってもいい？ 8 80%【53課】⑫閉めてくれない？ 38 88%
【53課】⑤開けてもいい？ 9 90%【53課】⑤開けてもいい？ 40 93%
【84課】⑤取ってくれない？ 9 90%【84課】①開けてくれる？ 42 98%
【53課】①見てもいいですか 10 100%【84課】⑤取ってくれない？ 43 100%
平均正答率 63% 平均正答率 86%
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表12 丁寧体による依頼文の正答率
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【84課】
④後ろを通らせてくだ
さい
1 10%【84課】
④後ろを通らせてくだ
さい
23 53%
【84課】
⑦欠席させてもらえま
せんか
6 60%【84課】⑧貸してもらえますか 29 67%
【53課】
⑨手伝ってもらえませ
んか
6 60%【84課】
⑦欠席させてもらえま
せんか
38 88%
【84課】
③連絡してもらえない
でしょうか
7 70%【84課】
③連絡してもらえない
でしょうか
39 91%
【53課】
⑮休んでもいいでしょ
うか
7 70%【53課】
⑨手伝ってもらえませ
んか
40 93%
【53課】③使ってもいいですか 8 80%【53課】
⑦読んでもいいでしょ
うか
41 95%
【84課】⑧貸してもらえますか 8 80%【53課】③使ってもいいですか 42 98%
【53課】
⑦読んでもいいでしょ
うか
9 90%【53課】
⑮休んでもいいでしょ
うか
42 98%
平均正答率 65% 平均正答率 85%
表13 尊敬表現による依頼文の正答率
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
課 問題 正答人数 正答率 課 問題 正答人数 正答率
【84課】
②説明させてください
ませんか
3 30%【84課】
②説明させてください
ませんか
25 58%
【53課】
②送っていただけます
か
5 50%【53課】
②送っていただけます
か
30 70%
【84課】
⑩迎えに来ていただけ
ないでしょうか
6 60%【53課】
⑬取っていただけませ
んか
35 81%
【84課】
⑥名前を書いていただ
けますか
7 70%【84課】
⑩迎えに来ていただけ
ないでしょうか
36 84%
【53課】
⑭歩いてくださいませ
んか
7 70%【84課】
⑥名前を書いていただ
けますか
37 86%
【53課】
⑪撮ってもよろしいで
しょうか
7 70%【53課】
⑪撮ってもよろしいで
しょうか
40 93%
【53課】
⑬取っていただけませ
んか
8 80%【53課】
⑧説明してくださいま
せんか
42 98%
【53課】
⑧説明してくださいま
せんか
10 100%【53課】
⑭歩いてくださいませ
んか
43 100%
平均正答率 66% 平均正答率 84%
　また、表14では普通体、丁寧体、尊敬表現の各文体の正答率60％以下の項目を、正答率の低い
順に並べた。正答率60％以下の項目は、普通体の初中級レベルが4項目、中上級レベルが1項目、
丁寧体の初中級レベルが3項目、中上級レベルが1項目、尊敬表現の初中級レベルが3項目、中上
級レベルが1項目となっており、同じような傾向となっていた。しかし、その中で普通体の53課
④「とってもらえない？」と84課⑨「やらせてくれる？」の2項目は正答率が非常に低くなっている。
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表14 各文体の60％以下の正答率の問題数
初中級レベル：10 人 中上級レベル：43 人
文体 課 問題 正答人数 正答率 文体 課 問題 正答人数 正答率
普通体 【53課】④取ってもらえない？ 2 20% 普通体 【53課】④取ってもらえない？ 26 60%
普通体 【84課】⑨やらせてくれる？ 2 20%
普通体 【53課】⑫閉めてくれない？ 4 40%
普通体 【84課】①開けてくれる？ 6 60%
丁寧体 【84課】④後ろを通らせてください 1 10% 丁寧体 【84課】④後ろを通らせてください 23 53%
丁寧体 【84課】⑦欠席させてもらえませんか 6 60%
丁寧体 【53課】⑨手伝ってもらえませんか 6 60%
尊敬表現【84課】
②説明させてくださいません
か
3 30% 尊敬表現【84課】
②説明させてくださいません
か
25 58%
尊敬表現【53課】②送っていただけますか 5 50%
尊敬表現【84課】
⑩迎えに来ていただけないで
しょうか
6 60%
5. 教材の比較
　以上のように結果を見て考察をしてきたが、ここでこれらの誤答の原因の１つとして、学習者
がその文型を聞き慣れていないために、正答率の違いがでてくるのではないか、という仮定をし
てみた。そして、授受動詞や使役の依頼・許可表現はどれくらい教材に出てくるのか、初級と中
級教材の数種類を比較し提出回数を見てみた。教材の中の「文型」、「会話」、「例文」、「練習問題」、「聴
解」、「ディスカッション」等のすべての項目を参照し、練習問題は大問1つにつき提出回数を1回
として数えた。
　教材の比較をするにあたり、教材を選んだ基準は、今回の調査の対象者がこれまで使ってきた
もの、今現在使っているもの、普通体が多く出てくる会話に重きを置いた教材、という基準で選
んだ。初級教材は『みんなの日本語初級Ⅰ第２版』、『みんなの日本語初級Ⅱ第２版』、中級教材は『新
日本語の中級』、『文化中級日本語Ⅰ第2版』、『文化中級日本語Ⅱ第2版』、『上級へのとびら』、『日
本語生中継初中級編１』、『日本語生中継初中級編２』、『日本語生中継中上級編』、合わせて5シリー
ズ９種類である。なお、今回の調査対象者は『みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ』で初級を勉強したのち、
『上級へのとびら』を経て、『文化中級日本語Ⅱ』の順番で勉強している。
35
文法能力と聴解能力の関係性
表15 「てもらえない？」と「てくれない？」の比較
「てもらえない？」 「てくれない？」
『みんなの日本語初級Ⅰ』
『みんなの日本語初級Ⅱ』
『新日本語の中級』 ６回
『文化中級日本語Ⅰ』 ２回
『文化中級日本語Ⅱ』 ２回
『上級へのとびら』 ２回 ８回
『日本語生中継初中級編１』 ４回 ２回
『日本語生中継初中級編２』 てくれないかなあ
『日本語生中継中上級編』
てくれないか
てくんないかな
　まず、表15は4.1.1肯定と否定の文の比較で取り上げた「てもらえない？」と「てくれない？」
の文型の比較である。「てくれない？」の文型は初級教材を除いて、７冊全てに出てきていたが、
「てもらえない？」については『上級へのとびら』と『日本語生中継初中級編1』の2冊にしか出
ておらず、明らかに教材の取り上げ方の差があった。特に今回の調査対象者が勉強してきた『上
級へのとびら』では、練習問題としては出て来ていないが、「てくれない？」の文型を使った文は、
「読み物」や「会話文」、「ディスカッション」、「文法」の例文などの部分で８回も出てきており、
使われている動詞もそれぞれ異なっている。この点は、「てもらえない？」よりも馴染みのある
文型として調査対象者に定着している理由の１つと言えるだろう。
　また、今回の調査対象者は使用していないが、『日本語生中継初中級編２』・『日本語生中継中
上級編』では「てくれないかなあ」、「てくれないか」、「てくんないかな」の形として出てきてい
る。「てもらえない？」には、そうした終助詞がついた形で出てくることはなかった。また、『新
日本語の中級』でも、「てくれない？」の文型は「活動」や「会話」の部分以外に練習問題が２
問用意されているのに対し、「てもらえない？」は全く出て来ていなかった。したがって、今回
比較した教材でみる限りでは、「てくれない？」よりも「てもらえない？」という文型は提出回
数が少なく、調査対象者にとっても聞き慣れなかったために「てもらえない？」の正答率が下がっ
た可能性は十分にある。
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表16 尊敬表現による依頼文の比較
「ていただけませんか」 「てくださいませんか」 「ていただけますか」
『みんなの日本語初級Ⅰ』
『みんなの日本語初級Ⅱ』 14 回 4回
『新日本語の中級』 ９回
『文化中級日本語Ⅰ』 ７回 １回 １回
『文化中級日本語Ⅱ』 ２回 ２回
『上級へのとびら』 ４回 ３回
『日本語生中継初中級編１』 ３回 5 回
『日本語生中継初中級編２』 １回 2 回
『日本語生中継中上級編』 １回 10 回
　次に、表16は4.1.3尊敬表現の文型による比較で取り上げた「ていただけませんか」・「てくださ
いませんか」・「ていただけますか」の尊敬表現による依頼文の比較である。この３つの中で、「て
いただけますか」は、今回の調査対象者が勉強してきた初級の『みんなの日本語Ⅰ・Ⅱ』では出
て来ず、中級教材の『上級へのとびら』にも出てきていない。その後の『文化中級日本語Ⅱ』で
2回だけ出てきている。今回の教材を比較した限りでは、この３つの中で、調査対象者にとっては、
「ていただけますか」が最も聞き慣れていない文型と言える。一方で正答率の高かった「てくだ
さいませんか」は『みんなの日本語Ⅱ』で「例文」や「会話」、「文型」に出てきたあとで、さら
に９問の練習問題があり、「ていただけますか」に比べて定着が図れる。この3つの尊敬表現によ
る依頼文においても、教材の取り上げ方には差があると言える。
６. まとめ
　本稿では誤答の要因となり得る文法項目の中でも、①授受動詞の許可・依頼の表現②使役の許
可・依頼の表現に焦点を絞って、その主語を問う問題を行うことで、学習者にとっては何が難し
いのか、どのような条件だと正答率が下がるのか、調査を行い、考察してきた。
　調査の焦点の１つ目、授受動詞の依頼・許可表現については、文型によって正答率に違いがあっ
た。そして、この正答率の違いには、教材での取り上げ方の違いにより、学習者にとって聞き慣
れた文型とそうでない文型があることが関係していると考えられる。学習者は教室以外の場面で
も、日本語を摂取し吸収しているはずだが、このように教材での取り上げ方の違いにより、正答
率の違いが見られたということからは、授業の中で教師が他の文型での言い方があるということ
も積極的に教えていく必要があると言える。
　調査の焦点の２つ目、使役については、他の項目よりも正答率が低かったことから、やはりこ
うしたヴォイスは誤答につながる要因の１つといえると思われる。文法項目を教える際に間違え
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やすいものは、やはり聴解でも難しく、聴解練習の中でも文法項目にも重点を置いて取り組むこ
との重要性を指摘したい。
　そして、今回着目した①否定、②動詞の方向性、③使役、④待遇性の４つの観点をふまえて新
たに分かったことを３点述べたい。第一に、問題の肯否に関しては初中級レベルではやや否定が
難しいようだが、中上級レベルでは肯否での差は出ず、否定形であるために誤答に繋がる、とい
うよりも、どの文型が使われているかということが誤答への要因になっているという点である。
第二に、方向性のある動詞を用いた問題の方が、日本語レベルの高い中上級レベルで正答率が低
かったことから、方向性のある動詞と他の文法カテゴリー等が一緒に使われることで、より正答
率も低くなるという点である。第三に、どちらのレベルにおいても、平均正答率からは、文体に
よる正答率の違いはみられなかったことから、文体というよりも、個々の文型や動詞の種類、活
用形によって誤答に繋がる可能性がある、という点である。
　今回の調査では全て主語を問う問題であったが、それにもかかわらず、正答率には違いがみら
れた。主語がないから違いに繋がるのか、主語があったらどこまで聞けるのか、筆記テストでは
分かるのか、等の追加の調査が必要だと思われる。また、今回は出版された問題集を使って調査
をおこなったが、今後は問いたいものに的を絞った問題を自ら作成したうえで、授受表現を細分
化して調査を進めていきたい。学生が聞き取れない要因として、語彙力などの文法以外の問題も
あると思われるが、統計的な処理ができる、説得力のある実験をおこなっていくことで、文法能
力と聴解能力との関係性をさらに詳しくとらえていきたい。
注
（1）国際交流基金（2012）
（2）庵功雄（2012）
（3）日本語記述文法研究会（2009）　
（4）53課②の問題文は「ここに送っていただけますか」であり、「ここに」となっているが、「私に送る」という
ことも可能であるため、本稿では方向性のある動詞に数えた。
【参考文献】
庵功雄（2012）『新しい日本語学入門ことばのしくみを考える　第2版』　スリーエーネットワーク
岡崎眸・岡崎敏雄（2001）『日本語教育における学習の分析とデザイン―言語習得過程の視点から見た日本語教育』
凡人社
国際交流基金（2012）『日本語能力試験公式問題集N3』
小林典子・フォード丹羽順子・高橋純子・梅田泉・三宅和子（2017）『新・わくわく文法リスニング100－耳で学ぶ
日本語－［2］』凡人社
寺村秀夫（1987）「聴き取りにおける予測能力と文法的知識」『日本語学』第6巻第2号：56－68
新屋映子　(1993)「日本語中上級学習者聴解能力について」『日本語教育』第79号：126－136
日本語記述文法研究会（2009）『現代日本語文法②　第3部格と構文　第4部ヴォイス』　くろしお出版
38
日本女子大学大学院文学研究科紀要　第 24 号
聴解練習【分野別対策①許可・依頼・主語の不明確】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クラス　　　　　　名前　　　　　　　　　　
問題１：男の人がしますか。女の人がしますか。するほうに〇を書いてください。
例）
男 女
〇
男 女
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
⑬
⑭
⑮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／15
問題２：男の人がしますか。女の人がしますか。するほうに〇を書いてください。
男 女
①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／10
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参考資料2：わくわく文法リスニング【53課】スクリプト
【53課】「作ってくれませんか」
①女：すみません、これ、見てもいいですか。
　男：ええ、いいですよ。
②女： ここに送っていただけますか。
　男： はい。
③女：これ、ちょっと使ってもいいですか。 
　男：ええ、いいですよ。
④女： ねえ、あれ、とってもらえない？
　男： うん、いいよ。
⑤女： まど、開けてもいい？
　男： うん。
⑥女： ねえ、ちょっと来てくれる？
　男： うん。
⑦女： これ、読んでもいいでしょうか。
　男： あ、どうぞ。
⑧女： もっと説明してくださいませんか。
　男： はい。
⑨女： 少し手伝ってもらえませんか。
　男： ええ、いいですよ。
⑩女： もう帰ってもいい？
　男： うん。
⑪女： 写真をとってもよろしいでしょうか。
　男： ええ、どうぞ。
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⑫女：ドア、閉めてくれない？ 
　男： うん。
⑬： そのかばん、取っていただけませんか。
　男： あ、はい。
⑭女： もう少しゆっくり歩いてくださいませんか。
　男： ああ、はい。
⑮女： 少し休んでもいいでしょうか。
　男： ええ、いいですよ。
参考資料3：わくわく文法リスニング【53課】スクリプト
【84課】「これ、使わせてもらえませんか」
①女： ねえ、ドア、開けてくれる？
　男： ああ、いいよ。
②女： 少し説明させてくださいませんか。
　男： ええ。
③女： 連絡してもらえないでしょうか。
　男： はい、わかりました。
④女： すみません、ちょっと後ろを通らせてください。
　男： あ、はーい。
⑤女： ねえ、あれ、取ってくれない？
　男： え、どれ？
⑥女： ここに名前を書いていただけますか。
　男： はい。
⑦女： あしたの会議ですが、欠席させてもらえませんか。
　男： ええ。いいですよ。
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⑧女： このペンちょっと貸してもらえますか。
　男： ええ。
⑨女： ちょっとやらせてくれる？
　男： うん、いいよ。
⑩女： 駅まで迎えに来ていただけないでしょうか。
　男： ええ。
（日本文学専攻　博士課程前期１年）

